
二
〇
〇
八

年
、
平
成
20
年
も
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
様

方
に
は
、
倍
旧
の
御
指
導
御

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
5
月
の
初

登
庁
か
ら
「
あ
っ
」
と
い
う

間
の
8
カ
月
が
過
ぎ
、
11
月

に
は
第
一
回
県
政
報
告
会
、

そ
し
て
、
12
月
10
日
に
は
一

般
質
問
初
登
壇
と
め
ま
ぐ
る

し
い
年
末
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り

ま
し
て
、
大
変
充
実
し
た
日
々

を
送
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
私
の
県
議
会
議
員

と
し
て
の
報
告
書
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
通
信
」
も
創
刊
号
・
第

2
号
に
つ
い
て
は
「
中
屋
敷

慎
一
後
援
会
」
・
「
新
こ
う

の
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」

の
皆
様
を
中
心
に
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
一
票
を

投
じ
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
届
く
わ
け
で
は
な
く

失
礼
の
極
み
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
第
3
号

の
発
行
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

も
っ
と
県
議
会
と
皆
様
の
距

離
感
を
身
近
な
も
の
と
し
て

頂
く
た
め
に
、
そ
し
て
、
私

の
活
動
を
も
っ
と
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
旧
鴻
巣
市
・

旧
吹
上
町
に
つ
い
て
は
全
戸

配
布
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
拙
い
部
分
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一

生
懸
命
に
お
伝
え
し
て
参
り

ま
す
の
で
お
目
通
し
の
程
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

埼
玉
県
議
会
12
月
定
例
会
は
、

12
月
4
日
に
開
会
し
、
21
日
に

会
期
末
を
迎
え
ま
し
た
。
9
月

定
例
会
会
期
末
か
ら
ひ
と
月
半

余
り
と
い
う
短
い
時
間
し
か
な

く
、
非
常
に
あ
わ
た
だ
し
く
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
わ
た

だ
し
さ
を
増
幅
し
た
の
は
、
今

定
例
会
に
初
の
一
般
質
問
の
機

会
を
頂
け
た
せ
い
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

今
定
例
会
に
は
、
知
事
提
出

議
案
46
件
、
請
願
7
件
、
意
見

書
5
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
提
出
議
案
で
は
、
高
金

利
県
債
の
繰
り
上
げ
償
還
な
ど

計
48
億
5
千
万
円
の
一
般
会
計

補
正
予
算
案
や
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
案
、
総
合
政
策

部
と
総
務
部
を
企
画
財
政
、
総

務
、
県
民
生
活
の
三
部
に
再
編

す
る
組
織
改
正
案
、
そ
し
て
、

人
事
案
件
で
は
、
県
収
用
委
員

に
、
県
建
築
審
査
会
会
長
の
加

村
啓
二
氏
と
前
所
沢
市
長
の
斎

藤
博
氏
を
、
予
備
委
員
に
は
、

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉

地
方
事
務
所
副
所
長
の
白
鳥
敏

男
氏
を
任
命
す
る
案
な
ど
が
可

決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
で
は
、
今
会
議
に
初
め

て
提
出
さ
れ
た
、
「
悪
徳
商
法

を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
割
賦
販

売
法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

が
、
6
・
9
月
定
例
会
で
も
継

続
審
査
に
な
っ
た
、
公
職
選
挙

法
違
反
罪
に
問
わ
れ
公
判
中
の

近
藤
義
則
県
議
の
「
辞
職
勧
告

決
議
を
求
め
る
請
願
」
と
「
県

政
調
査
費
の
使
途
の
明
確
化
を

求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
は
、

三
度
目
の
継
続
審
査
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
「
県

政
調
査
費
の
使
途
の
明
確
化
を

求
め
る
請
願
」
が
付
託
さ
れ
た

中
屋
敷
慎
一

埼
玉
県
議
会
議
員

無
所
属
刷
新
の
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
通
信

な
か
や
し
き
慎
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
報
告

討
議
資
料

発行者

無所属刷新の会
県議会議員 中屋敷慎一
〒365-0039
鴻巣市東3-11-18-103号
TEL 048-541-8110
FAX 048-541-0256

第３号 チャレンジ通信 平成２０年新年号

主
な
内
容

12
月
定
例
議
会

１２月定例議会にて

一般質問

１

第３号 チャレンジ通信 平成２０年新年号

平成20年度

埼玉県予算編成に関する要望書

平成19年11月7日 「無所属刷新の会」が
上田知事に予算要望いたしました。

●市街地再開発鴻巣駅東口Ｃ、Ｅ地区事業の早期推進

●北鴻巣駅西口再開発に伴う主要地方道鴻巣・川島線、一般県道鎌塚・鴻巣線分岐 追分

交差点改良事業の推進

●吹上駅北口再開発事業に伴う駅前通線整備事業の推進

●主要地方道鴻巣・川島線、宮前交差点からＪＲ高崎線踏切間整備事業の早期着工

●主要地方道加須・鴻巣線、笠原大橋改築整備事業の推進

●主要地方道鴻巣・羽生線、宮地交差点改良事業の推進

●主要地方道行田・蓮田線、加須・鴻巣線 笠原交差点から笠原小学校付近の歩道整備

事業の推進

◆地元問題（鴻巣市）
鴻巣市はＪＲ高崎線に3つの駅（鴻巣、北鴻巣、

吹上）を有し、各駅前整備事業の推進に伴う交通

量の増大など、今後大きな変化が予想されます。

そこで県による周辺の道路整備事業の推進を望む

ものであります。

また、市内を通る国道１７号バイパスと県道の交

差点付近に生じる慢性的な渋滞を回避しスムーズ

な交通を確保するために交差点改良工事の推進に

も力を注いでいただきたく、以下に具体的な要望を

記します。

なかやしき慎一後援会
新こうのすチャレンジクラブ

ご入会申し込み受け付けてます!!

E-mail challenge@nakayashiki.net
http://nakayashiki.net
ホームページからもご入会申し込み出来ます

★ご質問、ご要望、ご意見等も受け付けております。

中屋敷慎一事務所までお問い合わせお立ち寄り下さい。

埼玉県議会議員
無所属刷新の会

中屋敷慎一事務所
鴻巣市東3-11-18-103号

TEL 048-541-8110
FAX 048-541-0256

４

県議会 Ｑ ＆Ａ
Ｑ．県議会の一般質問、毎回希望すればできるのですか？

Ａ．県議会では、一般質問の年間登壇者数を５４名と定
めています。６．９．１２月定例会では１５名ずつ、
２月定例会では会派代表質問もある為、９名です。
現在９３名の議員がいますが、３５名程度の議員は、

質問に登壇できないことになります。単純に計算すれば登壇率
６０％強ということです。ちなみに刷新の会は、今年３人登壇
したので７５％でした。ラッキーなのかな？

「編集後記」
初めての一般質問登壇、やっぱ
り緊張しました。でも、改めて
頑張らねばとの思いも深め、県
政をもっと皆さんに知ってもら
いたいとの思いも強くしました。
そんな訳で、今回の通信も文字
ばかりになっちゃいました。

ゴメンナサーイ。 慎一



議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、

こ
の
問
題
も
含
め
た
議
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
組
織
を

立
ち
上
げ
、
検
討
を
始
め
る
方

向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
会

派
の
共
通
目
標
で
も
あ
る
こ
の

問
題
が
、
今
後
ス
ピ
ィ
ー
デ
ィ
ー

に
「
公
開
」
と
い
う
開
か
れ
た

方
向
に
い
ち
早
く
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
せ
ね
ば
と
改
め
て

決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

ま
ず
、
新
年
を
迎
え
て
最
初
の

会
派
視
察
を
、
こ
の
問
題
の
先

進
地
で
あ
る
長
野
県
議
会
へ
と

定
め
て
日
程
の
調
整
中
で
す
。

一
般
質
問
2
日
目
の
2
番
手

と
し
て
登
壇
さ
せ
て
頂
い
た
初

質
問
の
内
容
で
す
が
、

①
産
業
観
光
の
推
進
に
つ
い
て

②
広
聴
の
さ
ら
な
る
充
実
に

つ
い
て

③
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

(1)
中
学
校
の
部
活
動
に

つ
い
て

(2)
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
支
援
策
に

つ
い
て

④
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

⑤
職
業
意
識
を
は
ぐ
く
む

教
育

に
つ
い
て

⑥
圏
央
道
沿
線
産
業
基
盤

づ
く
り
と
周
辺
環
境
と
の

調
和
に
つ
い
て

⑦
県
央
地
域
の
救
命
救
急

医
療
の
充
実
に
つ
い
て

⑧
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

(1)
小
規
模
農
家
対
策
に

つ
い
て

(2)
県
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て

⑨
地
元
問
題
に
つ
い
て

(1)
県
道
鴻
巣
川
島
線
の
通
称

追
分
交
差
点
の
改
良
に

つ
い
て

(2)
県
道
鴻
巣
停
車
場
線
の

仲
仙
道
と
の
交
差
点
改
良

に
つ
い
て

(3)
県
道
鴻
巣
川
島
線
の
改
築

整
備
に
つ
い
て

の
9
つ
の
項
目
で
質
問
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
産
業
観
光
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
地
元
鴻
巣
の

野
本
市
議
と
連
動
し
、
市
・
県

そ
れ
ぞ
れ
の
と
ら
え
方
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
県
と
し
て

は
、
各
地
地
場
産
業
の
さ
ら
な

る
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

え
、
そ
し
て
、
ホ
ン
ダ
を
は
じ

め
と
す
る
新
規
県
内
参
入
企
業

に
も
、
「
見
て
、
楽
し
み
、
学

び
」
、
「
魅
力
的
な
見
せ
る
工

場
」
と
い
う
観
点
も
併
せ
持
て

る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

と
の
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
知
事
答
弁
の
中
で
わ
が
市

に
お
い
て
は
、
「
雛
人
形
」
、

「
花
」
が
産
業
と
し
て
も
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
と
の
話
も
あ
り
ま
し

た
。広

聴
の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ

い
て
は
、
メ
ー
ル
な
ど
へ
の
対

応
や
県
政
出
前
講
座
の
充
実
を

進
め
、
今
後
は
I
T

の
活
用

に
よ
る
双
方
向
の
意
見
交
換
の

で
き
る
よ
う
な
、
県
政
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
充
実
を
図
り
た
い
と
の

答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
外
部
指
導
者
も
顧
問
教
員

と
同
様
に
「
運
動
部
活
動
指
導

者
講
習
会
」
へ
の
参
加
が
出
来

る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
外
部
指

導
者
活
用
支
援
を
進
め
る
と
の

答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
支
援
の
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
県
内
の
各
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
構
成
員

と
す
る
協
議
会
を
設
立
し
、
ク

ラ
ブ
間
交
流
、
用
具
の
貸
し
借

り
な
ど
の
相
互
協
力
、
情
報
交

換
を
進
め
る
と
の
答
弁
を
頂
き

ま
し
た
。

圏
央
道
沿
線
産
業
基
盤
づ
く

り
と
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

や
産
業
団
地
の
周
辺
部
な
ど
乱

開
発
の
懸
念
さ
れ
る
場
所
で
は
、

都
市
計
画
法
や
農
地
法
に
加
え

景
観
法
を
活
用
し
、
乱
開
発
の

抑
止
に
総
合
的
に
取
り
組
む
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

県
央
地
域
の
救
命
救
急
医
療

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
県
央
地

域
に
既
に
あ
る
20
の
病
院
と
273

の
診
療
所
を
効
率
的
・
効
果
的

に
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
策

定
中
の
第
５
次
埼
玉
県
地
域
保

健
医
療
計
画
の
中
で
、
救
命
救

急
医
療
を
含
め
た
こ
れ
か
ら
の

医
療
連
携
体
制
の
在
り
方
を
図

に
よ
り
具
体
的
に
示
す
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

小
規
模
農
家
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
小
規
模
農
家
で

あ
っ
て
も
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
普
及
指
導
員
の
活
動
を

充
実
さ
せ
、
農
産
物
の
直
売
や

農
産
加
工
、
観
光
農
業
、
体
験

農
業
な
ど
多
様
な
農
業
の
振
興

に
努
め
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

県
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
農

業
団
体
や
市
町
村
な
ど
と
一
層

連
携
し
て
、
県
産
農
産
物
の
販

路
拡
大
に
努
め
、
元
気
の
出
る

農
業
と
な
る
よ
う
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
問
題
の
、
(1)
通
称
追
分

交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
は
、

整
備
時
期
や
役
割
分
担
な
ど
に

つ
い
て
市
と
十
分
に
調
整
を
図

り
検
討
す
る
。
(2)
鴻
巣
停
車
場

線
の
仲
仙
道
と
の
交
差
点
改
良

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
に

中
仙
道
の
拡
幅
計
画
を
含
め
た

交
差
点
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、

鴻
巣
駅
東
口
の
再
開
発
事
業
者

と
の
十
分
な
調
整
も
行
う
。
(3)

鴻
巣
川
島
線
の
改
築
整
備
に
つ

い
て
は
、
高
崎
線
西
側
区
間
の

平
成
20
年
早
々
の
拡
幅
工
事
着

手
に
向
け
、
準
備
中
で
あ
る
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第３号 チャレンジ通信 平成２０年新年号

２

ＪＡ鴻巣市特別栽培米部会の皆さん

平
成
19
年
11
月
5
日

～

11
月
6
日

議
会
運
営
委
員
会
視
察

「
福
島
県
」

近
県
視
察
に
福
島
県
議
会
を
訪
ね

た
。
議
運
の
視
察
訪
問
先
で
一
番
気

に
な
る
の
は
、
政
務
調
査
費
の
扱
い

方
で
あ
る
。
福
島
県
議
会
で
は
、
調

査
費
の
扱
い
方
や
開
か
れ
た
議
会
の

推
進
な
ど
様
々
な
議
会
改
革
を
検
討

す
る
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

十
月
に
最
終
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

五
ヶ
月
間
で
九
回
の
会
議
を
持
ち
検

討
を
重
ね
た
そ
う
で
あ
る
。
や
っ
と
、

わ
が
県
で
も
検
討
組
織
立
ち
上
げ
の

機
運
が
出
て
き
た
が
、
大
県
埼
玉
に

し
て
は
、
遅
す
ぎ
る
の
で
は
？

産
業
労
働
委
員
会
視
察

「新
潟
県
」

近
県
視
察
に
新
潟
県
を
訪
ね
た
。

訪
問
先
は
、
新
潟
市
の
信
濃
川
浄
水

場
、
三
条
市
の
県
央
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
、
燕
市
の
松
本
機
工

株
式
会
社
の
三
箇
所
で
あ
っ
た
。

信
濃
川
浄
水
場
は
、
平
成
十
七
年

十
月
に
運
転
を
開
始
し
た
新
し
い
浄

水
場
で
、
「
環
境
に
優
し
い
」
、

「
災
害
に
強
い
」
、
「
市
民
に
親
し

ま
れ
る
」
の
三
つ
の
運
営
目
標
を
柱

に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
停
電
時
に
も

自
然
流
化
に
よ
る
域
内
配
水
を
可
能

と
す
る
地
上
５
３
ｍ
の
高
架
配
水
塔

は
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

７
０
０
万
県
民
を
抱
え
る
本
県
の
実

情
と
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
け
づ

ら
い
よ
う
に
感
じ
た
。

三
条
市
・
燕
市
は
、
昔
か
ら
刃
物

や
金
属
洋
食
器
の
製
造
が
盛
ん
な
地

域
で
あ
り
、
振
興
セ
ン
タ
ー
の
活
動

は
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
や

販
売
促
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、
広

い
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
販
売
所
も
あ
り

休
日
に
は
観
光
客
も
た
く
さ
ん
来
る

ら
し
い
。
や
っ
ぱ
り
地
場
産
業
の
育

成
は
、
官
民
一
体
で
な
け
れ
ば
と
改

め
て
感
じ
た
。

松
本
機
工
は
、
避
難
器
具
製
造
メ
ー

カ
ー
で
、
緩
降
機
や
避
難
は
し
ご
の

国
内
シ
ェ
ア
第
１
位
を
誇
る
、
高
い

技
術
力
で
有
名
な
も
の
づ
く
り
企
業

で
あ
る
。
当
日
は
、
社
長
自
ら
見
学

の
案
内
を
し
て
く
だ
さ
り
、
仕
事
に

か
け
る
熱
い
思
い
も
う
か
が
え
た
。

企
業
を
繁
栄
さ
せ
る
の
は
、
リ
ー
ダ
ー

の
強
い
信
念
と
熱
い
情
熱
で
あ
る
。
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◆12月活動報告
12月 1日 児童支援の会 「はばたき」餅つき・昔遊び大会

*於 吹上小
鴻巣医師会忘年会 *於 行田市

12月 2日 KTC杯テニス大会 *於 上谷テニスコート

びっくりひなまつり実行委員会 *於 市役所
12月 4日 12月定例議会 開催日 *於 県議会議事堂

議会運営委員会

12月 6日 発言通告〆切
12月 7日 議会運営委員会 発言通告修正〆切

鴻巣地区鳶職組合常会
12月 8日 KTC鴻巣硬式テニスクラブ総会 *於 大正屋
12月10日 県議会一般質問登壇 *於 県議会議事堂

12月11日 日本改造青年フォーラム役員会
12月12日 鴻巣青年会議所OB会臨時総会 *於 レストラン蔵王
12月14日 市功績者表彰受賞(スポーツ功労) *於 クレアこうのす

関税会鴻巣支部役員会 満足度推進クラブ役員会
12月15日 鴻巣地区安全協会鴻巣支部役員親睦会
12月16日 体育協会役員会・常任理事会

12月17日
～18日 産業労働企業常任委員会

12月19日 少子・高齢福祉社会対策特別委員会
12月21日 12月定例議会 閉会日
12月24日 大島あつし後援会 年末懇親会

12月25日 テレビ広報「こんにちは県議会です」収録
埼玉県都市計画審議会 *於 浦和東武ホテル

３

1月活動予定も

ホームページで随時

更新しています!!

小島議員と福島県議会議場にて

畠山議員と信濃川浄水場管理
センターにて

一般質問の質問、答弁内容についてはホームページに掲載しています！是非ご覧下さい(*^_^*)


